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群馬菱の実会･月刊機関紙（ホームページ連動） 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/  
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 

  

2013-６-１ 

 

社内報「菱風４月号」（内田所長の従業員向けご挨拶） 

から抜粋してご紹介いたします。 

 
 Ｖ字回復を合言葉に馬電全員で踏ん張った２０１２年度も終了し、新たに２０１３年度を迎えるこ

とになりました。 

 ２０１２年度は給湯機事業として非常に厳しい逆境のなかで、馬電としては何としても黒字回復

を目指して、従業員の皆さんには大変なご努力をしていただきました。その結果、HP給湯機の

全需不振の中でマーケットシェアは上げることが出来たものの、価格競争はますます激化して

おり、残念ながら２０１２年度は大変厳しい結果に終わりました。このことに対してまずはお詫び

を申し上げるとともに、今年度以降馬電として再成長を果たすことを改めて皆さんと確認し合

いたいと思います。 

≪中略≫ 

さて、２０１１年度から２年間に亘って活動してきた「Jump Up馬電」のキャンペーンは昨年度

で終了し、今年度から新たに 2年間に亘り「V-DASH馬電」～馬電再成長に向けて総力を結集し

よう～というキャンペーンを開始します。これは中期戦略計画であるＶ１５（２０１５年度の中期目

標達成）をターゲットとして２０１３年度以降の 2年間、馬電の総力を結集して目標達成のために

突き進み、勝利を奪取しようという思いを込めたものです。 

≪中略≫ 

最後に今回実施する職制改正について説明します。馬電の事業継続、再成長のためには新市

場開拓、新事業創出による売上規模拡大が必要不可欠です。そのために各部門の機能別での役

割、責任体制を明確化して、各部門で果たすべき機能を最大化していくことが今回の職制改正

の趣旨です。 

具体的には新事業創出に重点特化していくために、所長室直下にあった「事業戦略プロジェ

クトグループ」を陣容強化し、組織名称を「新事業開発グループ」と改称して給湯機製造部に

編入します。精力的な取り組みにより馬電の次世代の柱となる新事業の創出を期待します。 

合わせてメーカーとしてのものづくり力強化、高度化を狙って製造管理部に工作課を移管し

ます。工作課と製造企画課、工機課との連携を更に密にして、ものづくり力の更なる強化を期

待します。 

馬電は 1製造部、1BU（ビジネスユニット）の小さな製作所です。現在も組織の壁があるとは

思いませんが、組織の壁を乗り越え、「オール馬電」の総力を挙げてこの難局に立ち向かってい

きましょう。来るべき２０１５年度に向けて、馬電再生元年である２０１３年度スタートの本日から

馬電再成長を合言葉に一丸となって突き進み、勝利を奪取しましょう！ 
 

 

http://www18.ocn.ne.jp/~hishimig/


 

 

 

  

 
 

今回の会員「がんばってます」のコーナーは、 

野球審判歴３３年の 小此木 光二さん をご紹介いたします。 

 

 

 

- まず、審判を始められた経緯をお聞かせ下さい。     

昭和４５年に、旧新田町の体育協会にて、体育指導員兼野球部長を担当していた頃、

町内対抗野球大会で、ルール無視・罵声・ヤジ・大乱闘等何度も試合を中断する、マ

ナーの悪い試合が行われました。これを見逃すことが出来ず、１０数名にて審判部を設

立。初代審判部長としてルールを基本とした、楽しい野球が出来るよう、グランド上の環

境作りをしたいという思いから始めたのが経緯です。（昭和５５年に公式審判の資格を

取得以来３３年間）   

- 現在審判をされている試合はどんな方の試合ですか。     

群馬県内の審判員は、組織が一本化に統一されていて、少年学童・中体連・高野連・

社会人等全てを担当しております。     

- 年間、何試合の審判をこなしていますか -  

期間は３月～１１月までで年間８０～１００試合になります。（昭和 55年～平成 24年まで

の公式戦実績は 2,862 試合です） 

- 審判の楽しさ、やり甲斐はどんなことでしょうか。     

朝家を出る時から始まりますね。服装・スパイク・用具のﾁｪｯｸ、それから試合会場へは、

試合開始１時間前に到着。今日はどんなゲームが展開されるのか、想像しながら担当

審判との試合前のミーティングに入る。この時の緊張感は、何とも云えない楽しいもので

すね。試合が始まり、色々な判定が繰り広げられ、緊張感を持続しながら試合は終了

する。その後担当審判とのミーティングを終了して、はじめてホット一息つくことができま

す。ミーティングでは反省点を出し合い、次の試合に活かせるよう努力を重ねておりま

す。それからやり甲斐については、野球を通じ顔見知りになった多くの方と、挨拶を交

わすことが出来ることや、友達が沢山増え、多くの仲間に支えられながら審判が出来る

ことは、本当に幸せ者ですね。       

- 逆に辛いことはどんなことでしょうか。       

野球も礼に始まり礼に終わるゲームですが、審判にとって一番つらいことは、少年学童

の緊迫した試合で、エラーや四死球が重なり試合終了となるケースですね。こんな時、

勝者は飛び上がって喜びますが、敗者は涙を浮かべて泣き崩れる姿を見た時、審判に

は辛い思いが過ぎりますね。        

- 過去に審判を務められた試合で、特に思い出に残る試合を一つ挙げて下さい – 

今迄に担当した公式戦２，８６２試合の中には、色々の思い出がありますが、私の一生

の思い出とする試合は、平成元年４月２２日に行われた、第４１回春季関東地区高校野

球大会７日目の、前橋高校対伊勢崎商業高校との試合で主審を務めた時のことです。

伊勢崎商業高校の今井隆徳選手が、１０３球で１４三振を奪う力投を見せ、完全試合を

達成したのです。あの時のことは、今でも昨日のことのように思い出されますね。「あと一

人」と言う掛け声、「大記録が出るぞ」との掛け声が入り交じるなか、最後 27人目の打者

は投手ゴロに打ち取られゲームとなりました。高校野球の完全試合は、昭和５３年の第

５０回選抜高校野球大会（甲子園）にて、前橋高校の松本稔投手が、滋賀県の比叡山

高校戦で全国初の完全試合を達成していますが、その時の今井投手は、群馬県内で

の公式試合で、初の完全試合を達成した選手だったのです。 

小此木さんと言えば「野球の審判」、野球の審判と言えば「小此木さん」と、何の抵抗もなくイメージできる、カリスマ審判に質問形式で

近況等審判談を語っていただきました。 

- 凄い試合の審判を経験していたのですね。   

よく野球は審判のボール１つの判定で、試合の流れが変わることもあると言

われますが、特にこのような緊迫した試合では、気持ちを強く持つことが要

求されますね。 

- 最後になりますが、今後審判に寄せる思いをお聞かせ下さい。 

審判員は礼儀を重んじ、しかも公平にて厳格でなければならない。そうすれ

ば全ての人から尊敬される。また、規則を良く知ることが審判にとって最も

大切な掟である。    

「あらゆるプレーについて、最も良い位置をとれ」と、このことを常に頭に置

いて良き審判を目指しています。これからも、グランド上だけでなく、グランド

を離れても法規則・社会規則を守り、良き社会人・良き指導者として、普段

から行動して行かねばならないと思っています。    

- お忙しい中、貴重なお話を有難うございました。これからも、審判そして

後進の指導に益々ご活躍されることを心よりお祈り申し上げます。  

       

伊勢崎商業高校が前橋高校を相手に、完全試合を
行った時のスコア（当日記録したものをｺﾋﾟｰ） 

「翌日の新聞で大きく報道された試合結果」 

審判：小此木 

 



No．２４２（４） 

◇  

行 事 日時 場所 申込み、他 

６月の囲碁愛好会 
６月１０日（月） 
９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

６月の麻雀愛好会 
６月１３（木）､２７日（木） 

９：３０～１７：００ 
ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 6/11 日、25 日まで  
荒井 昭三 （52-0803） 
小林 昌樹 （38-0964） 

６月の将棋愛好会 

（第２回大会）  
６月２４日（月） 
９：３０～ 

ブライダルスクール
会費 1０００円（食事付 

ご自由にご参加ください 

６月 
グラウンドゴルフ例会 

６月２４日（月） 
９：３０（集合９：１５） 

利根Ｇ/Ｇ場 
(会費:無料) 

希望者は直接会場へ 
（雨天中止） 

第６２回ゴルフ愛好会 ８月予定 （大間々） 
川口（56-2678）関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
竹沢 宏（52-2271）  

７月のカラオケ月例会 ７月１日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 6 月 29 日まで 
大橋   浩 （52-3866） 

７月のパソコンサークル 
７月１日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

７月の幹事会 ７月１日（月） １５：００ 労組会議室 
 

６月の編集委員会 ６月１７日（月） １３：３０ 労組会議室  
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編集後記 

＜次号配布予定日＞ 発行日：7 月１日。 ●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは 7 月１日更新予定。●メール便及び菱の実会員宅配は 
7 月 3 日頃配送予定です（宅配者の都合で多少の遅れはご容赦下さい） 

定年を機に始めたことの一つに、水泳がある。小中学生の頃、プールの無い環境に育ち、一

生泳ぐこととの縁はないと思っていたが、「泳いでみたい」というちっぽけな憧れが捨てきれず、

一念発起してみた。しかし、年齢を重ねてイチからの水泳は、とても苦痛な挑戦でもあった。 

あれから早６年、未だに１００ｍの連続泳ぎがやっとこ。そして今でもその苦痛から解放されるこ

とはない。しかし、週平均２回ペースでプールに足を向かわせてくれるものは、次の目標（500ｍ

の連続泳ぎ）と、プールで知り合った友との交流があるからかも知れない。 

あまり背伸びをせず、運動不足を補う一策としても、苦痛な挑戦を続けて行きたい。 高柳 記 

 


